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《
学
界
消
息
》

「
国
際
朱
子
学
会
議
」
に
参
加
し
て
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タ
　

　
一
九
九
二
年
五
月
二
十
九
日
㈹
か
ら
六
月
一
日
㈲
ま
で
、
台
北
市
に
あ
る
中
央
研
究
院
学
術
活
動
中
心
を
会
場
と
し
て
、
　
「
国
際
朱
子

学
会
議
」
（
目
8
ヨ
魯
一
8
巴
○
○
口
δ
冨
昌
。
Φ
o
コ
，
O
び
二
＝
。
・
一
ω
ε
臼
①
ω
．
）
が
開
催
さ
れ
た
。
主
催
は
中
央
研
究
院
中
国
文
哲
研
究
所
予

備
庭
、
並
び
に
中
華
文
化
復
興
運
動
総
会
で
あ
る
。
参
加
者
は
台
湾
は
も
ち
ろ
ん
、
中
国
、
香
港
、
韓
国
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
、
と
各
国
か
ら
、
お
よ
そ
延
べ
百
重
十
人
が
集
ま
っ
た
。
日
本
か
ら
は
、
佐
藤
仁
（
久
留
米
大
学

文
学
部
）
、
福
田
殖
（
九
州
大
学
教
養
部
）
、
馬
淵
昌
也
（
専
修
大
学
経
済
学
部
）
の
三
号
及
び
筆
者
が
発
表
者
と
し
て
出
席
し
、
ま
た
陶

長
君
（
筑
波
大
学
文
学
部
）
、
連
清
吉
（
九
州
大
学
文
学
部
）
の
両
氏
が
通
訳
を
兼
ね
て
参
加
し
た
。

　
近
年
、
中
国
の
伝
統
文
化
（
文
学
・
哲
学
）
に
関
す
る
国
際
的
な
学
会
が
頻
繁
に
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
朱
子
学
に
的
を
絞
っ

た
も
の
と
し
て
は
、
一
九
八
二
年
に
ハ
ワ
イ
で
開
か
れ
た
「
冒
＄
釜
日
鉱
○
ロ
巴
O
o
ロ
け
『
①
コ
。
Φ
o
コ
○
す
‘
口
。
。
一
」
、
一
九
八
七
年
に
福
建
省

厘
門
市
で
開
か
れ
た
「
朱
子
学
国
際
学
術
会
議
」
、
一
九
九
〇
年
に
福
建
省
福
州
市
と
武
夷
山
で
行
な
わ
れ
た
「
紀
念
朱
子
誕
辰
八
六
〇

周
年
国
際
学
術
会
議
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
回
の
国
際
会
議
の
趣
旨
は
、
会
場
で
配
布
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
冒
頭
に
、
「
会
議
縁

起
」
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
文
化
の
異
同
と
交
流
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
朱
子
の
研
究
が
不
可
欠
で
あ
る
。
台
湾
で
は
民
国
六
十
年
前
後
、

牟
宗
三
の
『
心
膿
與
性
膣
』
や
銭
穆
の
『
朱
子
新
學
案
』
が
出
版
さ
れ
、
朱
子
学
研
究
の
気
運
が
起
き
た
が
、
研
究
が
分
散
し
哲
学
観
念

の
掃
墨
に
偏
っ
て
・
い
た
。
そ
こ
で
、
今
回
の
会
議
の
目
的
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。
一
つ
は
、
朱
子
学
研
究
が
成
果
を
挙
げ
て
い
る
今
日
、

我
々
（
台
湾
の
学
者
）
が
持
っ
て
い
る
基
礎
に
基
づ
い
て
、
更
に
海
外
の
学
者
と
の
交
流
を
深
め
、
彼
ら
が
発
掘
し
た
新
し
い
問
題
や
使

用
し
て
い
る
新
し
い
方
法
を
理
解
し
、
切
瑳
の
材
料
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
そ
れ
ら
を
整
理
統
合
し
て
新
し
い
方
向
を
打
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ち
だ
す
こ
と
を
重
視
し
、
各
方
面
の
研
究
者
の
協
力
を
得
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
に
基
づ
き
、
朱
子
学
の
各
方
面
の
意
義
と
価
値
を
解
明

し
、
併
せ
て
各
部
門
で
継
続
し
て
研
究
を
深
め
る
た
め
の
基
礎
固
め
を
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
目
的
で
企
画
さ
れ
た
本
学
会
は
「
尊
長
主
題
」
（
研
究
テ
ー
マ
）
と
し
て
、
次
の
五
つ
を
掲
げ
て
い
る
。

　
　
一
、
朱
子
の
哲
学

　
　
二
、
朱
子
の
文
学

　
　
三
、
朱
子
の
そ
の
他
の
人
文
思
想

　
　
四
、
朱
子
学
の
源
流

　
　
五
、
朱
子
の
伝
記
と
文
化
的
背
景

　
こ
れ
を
見
る
と
、
朱
子
そ
の
人
と
そ
の
思
想
を
主
題
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
朱
子
の
後
継
や
後
世
に
お
け
る
影
響
、
ま
た
東
ア

ジ
ア
世
界
に
お
け
る
展
開
と
い
っ
た
、
広
義
の
朱
子
学
に
関
す
る
研
究
テ
ー
マ
を
と
り
上
げ
て
は
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
こ
の
「
主
題
」

は
、
開
催
時
点
で
示
さ
れ
た
も
の
で
、
学
会
参
加
者
に
対
す
る
招
請
状
に
は
特
に
記
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
発
表
者
は
朱
子

学
と
い
う
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
会
に
臨
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
中
央
研
究
院
中
国
文
哲
研
究
所
試
製
塵
は
、
一
九
八
九
年
八
月
に
設
立
さ
れ
、
　
「
古
曲
ハ
文
学
」
「
近
代
文
学
」
「
経
学
文
献
」

「
中
国
哲
学
」
「
比
較
哲
学
」
の
五
方
面
の
研
究
を
行
な
っ
て
お
り
、
『
中
国
文
哲
研
究
集
刊
』
（
年
刊
）
『
中
国
文
哲
研
究
通
訊
』
（
季

刊
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
設
所
学
術
諮
詞
委
員
会
主
任
委
員
兼
任
備
庭
主
任
の
呉
宏
一
教
授
が
本
学
会
の
召
集
人
で
あ
り
、
同
研
究
所
の

ス
タ
ッ
フ
が
総
力
を
挙
げ
て
、
会
議
の
準
備
・
運
営
全
般
に
当
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
も
う
一
つ
の
開
催
母
体
で
あ
る
中
華
文
化
復
興
運
動
総
会
は
一
九
九
一
年
三
月
に
設
立
さ
れ
、
　
「
社
会
教
育
を
推
進
し
、
固
有

の
伝
統
を
根
ざ
し
て
い
き
、
更
に
学
術
研
究
を
援
助
し
、
中
華
文
化
を
高
揚
さ
せ
る
目
的
」
　
（
「
会
議
縁
起
」
）
を
持
っ
て
い
る
。
会
長
は

李
登
輝
総
統
で
あ
り
、
初
日
、
開
幕
式
の
中
で
、
李
総
統
の
祝
辞
「
国
際
朱
子
学
会
議
開
幕
賀
詞
」
が
披
露
（
代
読
）
さ
れ
た
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
本
国
際
会
議
の
意
義
は
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
純
学
術
的
探
究
で
、
も
う
一
つ
は
現
実
的
関
心
で
あ
る
。
朱
子
の
思
想
は
知
識
と

道
徳
の
両
面
で
現
代
人
に
相
当
豊
か
な
啓
示
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
祝
辞
は
、
　
「
伝
統
を
回
顧
す
る
こ
と
は
、
決

し
て
復
古
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
朱
子
の
研
究
も
全
部
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
我
々
は
『
変
化
』
と
『
創
造
』

｝
8
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の
姿
勢
を
持
つ
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
伝
統
を
、
現
代
人
に
向
っ
て
絶
え
ず
沸
き
上
が
っ
て
く
る
一
筋
の
活
水
と
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た

我
々
は
、
こ
の
上
も
な
い
忍
耐
力
と
注
意
力
で
も
っ
て
（
伝
統
を
）
玩
味
し
、
そ
れ
が
我
々
に
開
示
し
て
い
る
尊
重
す
べ
き
思
惟
を
見
る

の
で
あ
る
」
と
結
ば
れ
て
い
た
。
李
総
統
の
本
国
際
会
議
に
か
け
る
意
義
込
み
が
窺
わ
れ
る
言
葉
で
あ
り
、
翌
日
の
朝
刊
各
紙
は
会
議
の

報
道
の
中
で
、
こ
ぞ
っ
て
こ
の
祝
辞
を
引
用
し
た
。

　
さ
て
、
開
幕
式
に
引
き
続
き
、
同
じ
く
セ
ン
タ
ー
一
階
の
大
ホ
ー
ル
で
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
チ
ャ
ッ
タ
ム
大
学
名
誉
教
授
の
陳
榮
捷
先

生
が
「
主
題
演
講
」
（
基
調
講
演
）
を
行
な
っ
た
。
題
目
は
「
論
朱
子
〈
観
書
有
感
〉
詩
」
で
、
今
年
九
十
一
歳
の
教
授
は
、
車
椅
子
に

座
り
、
天
眼
鏡
を
手
に
し
て
講
演
を
始
め
ら
れ
た
。
十
分
ほ
ど
し
て
、
本
会
の
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
で
議
事
班
の
チ
ー
フ
で
あ
り
、
教
授
の

介
添
え
役
を
務
め
て
い
た
廿
日
鈎
副
研
究
員
が
、
代
っ
て
教
授
の
原
稿
を
読
み
上
げ
た
。
そ
の
間
、
教
授
は
御
自
分
の
原
稿
の
朗
読
に
じ
っ

と
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
た
。
講
演
が
終
了
し
た
時
の
満
場
の
拍
手
は
、
朱
子
学
研
究
の
数
々
の
論
著
を
世
に
問
わ
れ
、
今
な
お
嬰
錬
と
し

て
壇
上
に
お
ら
れ
る
陳
榮
捷
教
授
の
存
在
そ
の
も
の
に
対
し
て
贈
ら
れ
た
賛
辞
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

　
午
後
か
ら
、
研
究
発
表
が
二
会
場
に
分
か
れ
て
開
始
さ
れ
た
。
各
会
場
で
、
二
名
の
発
表
が
合
わ
せ
て
行
な
わ
れ
、
主
席
（
司
会
者
）

が
全
体
の
進
行
を
行
な
う
。
主
脚
人
（
発
表
者
）
が
一
人
二
十
分
の
発
表
を
行
な
っ
た
後
、
予
め
定
め
ら
れ
た
講
評
人
（
講
評
者
）
が
十

分
間
、
感
想
や
疑
問
点
、
意
見
等
を
述
べ
る
。
次
に
も
う
一
人
の
発
表
・
講
評
が
な
さ
れ
て
か
ら
、
会
場
の
参
加
者
を
含
ん
だ
自
由
討
論

が
三
十
分
間
行
な
わ
れ
る
。
自
由
討
論
で
は
、
先
ず
司
会
者
が
発
表
・
講
評
を
取
り
ま
と
め
た
の
ち
、
発
表
者
が
講
評
に
応
答
し
、
そ
れ

か
ら
参
加
者
の
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
る
、
と
い
う
場
合
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
二
人
一
組
の
発
表
が
二
会
場
で
同

時
に
な
さ
れ
、
こ
れ
を
一
場
と
し
て
、
四
日
目
の
午
前
中
ま
で
、
計
十
二
場
が
催
さ
れ
た
。
以
下
に
、
発
表
者
及
び
題
目
の
一
覧
を
挙
げ

て
お
く
。
な
お
講
評
者
名
は
紙
幅
の
都
合
で
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

五
・
月
二
十
九
日
㈹

第
一
場

　
O
主
席
…
羅
光
（
輔
仁
大
学
哲
学
系
）

　
　
柳
存
仁
（
オ
9
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
名
誉
教
授
）
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
・
…
…
…
・
…
・
…
－
…
「
朱
烹
與
参
苦
界
」

　
　
柴
田
篤
（
九
州
大
学
文
学
部
）
…
…
…
：
…
：
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
－
…
…
：
「
明
清
期
的
天
主
教
與
朱
子
学
」
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⇔
主
席
…
戴
漣
璋
（
台
湾
師
範
大
学
国
文
学
系
）

　
　
張
永
儒
（
台
湾
大
学
哲
学
系
）
：
…
…
隔
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
…
…
「
朱
烹
哲
学
思
想
之
『
方
法
』
及
其
実
際
運
用
」

　
　
李
弘
棋
（
三
ユ
ー
三
重
ク
市
立
大
学
歴
史
系
）
…
「
Z
Φ
9
0
0
昌
津
。
冨
昌
国
匹
仁
8
二
〇
5
ぎ
O
臣
Φ
『
冒
昌
σ
q
》
岡
⊆
δ
ぽ
Φ
ロ
レ
O
O
O
－
置
0
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諺
。
巴
Φ
日
ざ
ω
o
o
一
①
昌
8
段
平
Φ
O
①
＜
①
一
8
日
Φ
三
〇
h
Ω
≦
一
〇
ロ
一
ε
冨
」

第
二
場

　
O
主
席
…
柳
存
仁
（
オ
ー
ズ
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
章
政
通
（
中
国
思
想
史
学
者
）
…
：
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
・
…
…
…
…
：
…
：
・
…
…
…
：
…
：
三
「
『
思
潮
学
田
車
中
的
朱
烹
」

　
　
察
仁
治
（
東
海
大
学
哲
学
研
究
所
）
…
…
…
…
－
…
－
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
－
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
－
…
…
・
・
…
「
朱
子
的
工
夫
論
」

　
O
主
席
…
張
三
三
（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
）

　
　
林
麗
真
（
台
湾
大
学
中
国
文
学
系
）
…
…
…
・
…
…
…
・
－
…
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
・
…
・
…
…
・
「
朱
国
論
易
『
象
』
與
易
『
理
』
」

　
　
林
慶
彰
（
中
央
研
究
院
中
国
文
哲
研
究
所
）
…
…
・
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
「
朱
子
対
伝
統
経
説
的
態
度
－
以
朱
子
的
詩
経
著
述
為
例
」

五
月
三
十
日
ω

第
三
場

髄
O
主
席
…
成
中
英
（
ハ
ワ
イ
大
学
哲
学
系
）

　
　
孫
振
青
（
東
呉
大
学
哲
学
系
）
…
・
…
…
…
…
…
・
－
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
「
朱
烹
的
王
気
概
念
與
亜
希
望
雷
撃
的
形
質
概
念
之
比
較
」

　
　
李
明
輝
（
中
央
研
究
院
中
国
文
哲
研
究
所
）
－
…
－
…
…
…
…
・
－
…
…
…
…
：
…
・
・
…
…
…
…
…
…
－
・
－
…
…
…
：
「
朱
子
論
悪
之
根
源
」

　
口
主
…
楊
弓
祖
（
東
海
大
学
中
国
文
学
研
究
所
）

　
　
陳
其
芳
（
福
建
師
範
大
学
哲
学
研
究
所
）
：
…
…
：
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
－
・
…
…
…
：
…
…
…
・
・
「
朱
烹
的
親
属
」

　
　
常
。
口
霞
畠
勺
Φ
H
巴
。
目
。
＜
（
ソ
連
科
学
院
極
東
研
究
所
）
…
「
＝
o
≦
O
o
コ
費
。
ピ
。
。
＝
巨
。
。
Φ
開
d
巳
①
房
8
0
畠
℃
円
ぼ
9
巳
Φ
、
ゴ
①
、
．
o
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
冨
夢
興
0
ゲ
ロ
缶
。
。
一
ω
ぎ
8
巴
巴
貯
0
8
＜
亀
ヨ
σ
q
計
H
巳
辞
巨
罎
8
包
冨
σ
q
ゆ
」

一
e
主
席
…
黄
錦
鉱
（
台
湾
師
範
大
学
国
文
研
究
所
）

　
　
高
令
印
（
開
門
大
学
哲
学
系
）
…
・
…
…
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
9
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
－
…
…
・
：
…
：
「
朱
烹
與
福
建
文
化
」

｝
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曾
春
海
（
政
治
大
学
哲
学
系
）
…
…
：
：
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
－
…
…
…
…
…
…
・
：
…
：
「
朱
烹
的
政
治
思
想
」

　
口
主
席
…
項
退
結
（
政
治
大
学
哲
学
系
）

　
　
成
需
要
（
ハ
ワ
イ
大
学
哲
学
系
）
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
－
…
・
－
「
論
朱
子
哲
学
的
理
学
定
位
與
其
内
酒
的
円
融
和
条
慣
問
題
」

　
　
＝
o
旨
Ω
Φ
＜
Φ
速
了
↓
旨
日
壁
（
ア
リ
ゾ
ナ
州
立
大
学
歴
史
系
）
…
・
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
「
『
良
説
』
一
朱
烹
與
張
拭
論
仁
」

第
五
場

　
O
主
席
…
黄
振
華
（
中
国
文
化
大
学
哲
学
系
）

　
　
佐
藤
仁
（
久
留
米
大
学
文
学
部
）
・
…
…
－
…
…
…
…
…
…
…
…
…
－
…
…
…
…
…
－
…
－
…
・
…
…
…
…
－
…
「
朱
下
輩
説
的
一
個
考
察
」

　
　
黎
婬
球
（
輔
仁
大
学
哲
学
系
）
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
・
－
…
：
「
朱
子
的
認
知
理
論
」

　
◎
主
席
一
－
唐
亦
男
（
成
功
大
学
中
国
文
学
系
）

　
　
朱
榮
貴
（
米
・
ブ
リ
ソ
・
マ
ー
大
学
歴
史
系
）
：
…
…
－
：
「
勺
ご
『
昌
ω
菖
一
5
§
Φ
○
『
二
＝
。
。
一
ω
o
ゲ
o
o
〒
〉
ω
ω
Φ
Φ
昌
マ
。
ヨ
国
×
o
Φ
日
富

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
｛
＝
句
睾
σ
Q
－
↓
N
ニ
ポ
李
方
子
　
○
ゴ
「
o
昌
9
0
σ
Q
甘
巴
b
d
一
〇
σ
Q
鑓
b
げ
矯
。
州
0
げ
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
の
一
（
芝
①
『
内
。
コ
α
q
乞
δ
『
勺
、
o
）
文
公
年
譜
　
⑤
己
霞
ω
．
H
三
Φ
＝
①
o
ε
巴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
b
d
一
〇
α
q
鑓
b
げ
く
○
州
O
び
。
＝
。
。
一
、
．
（
O
ゴ
ニ
↓
N
二
ω
三
守
Q
o
げ
旨
）
朱
子
事
実
」

　
　
鍾
彩
鉤
（
中
央
研
究
院
中
国
文
哲
研
究
所
）
…
…
…
…
：
…
－
・
…
…
－
…
…
…
…
・
…
…
－
…
：
「
朱
子
学
派
尊
徳
性
道
工
学
問
題
研
究
」

第
六
場

　
e
主
席
…
何
佑
森
（
台
湾
大
学
中
国
文
学
系
）

　
　
ζ
o
巳
訂
．
d
色
8
ぎ
。
同
（
独
・
マ
ー
ブ
ル
グ
大
学
漢
学
系
）
…
…
…
・
…
…
…
・
・
「
出
。
≦
8
国
記
ω
霞
①
昏
①
○
○
づ
注
。
ご
昌
O
o
＜
Φ
『
ぎ
σ
q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
h
§
①
℃
Φ
8
δ
ゆ
」

　
　
古
清
美
（
台
湾
大
学
中
国
文
学
系
）
…
－
－
…
…
…
－
・
…
…
…
…
…
－
…
「
明
代
朱
子
理
学
周
回
変
一
従
辟
敬
軒
、
羅
整
庵
坐
高
景
逸
」

　
口
主
席
…
黎
建
球
（
輔
仁
大
学
哲
学
系
）

　
　
福
田
殖
（
九
州
大
学
教
養
部
）
…
…
：
…
…
：
…
・
…
…
…
…
－
…
…
・
…
－
…
…
…
…
…
・
…
…
…
－
…
…
…
・
：
…
…
：
「
朱
烹
的
死
生
観
」

　
　
濡
耀
明
パ
香
港
濡
文
大
学
哲
学
系
）
…
…
…
…
－
－
…
・
…
…
…
…
－
…
…
・
…
－
：
…
…
「
朱
墨
心
性
論
新
詮
－
一
個
分
析
哲
学
的
観
点
」

「
8
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五
月
三
十
」
日
㈲

第
七
場

　
e
主
席
…
楊
恵
南
（
台
湾
大
学
哲
学
系
）

　
　
劉
述
先
（
香
港
中
文
大
学
哲
学
系
）
…

　
　
蒙
要
塞
（
中
国
社
会
科
学
院
哲
学
研
究
所
）
：

　
口
主
席
・
：
葉
慶
柄
く
台
湾
大
学
中
国
文
学
系
）

　
　
王
靖
献
（
香
港
科
技
大
学
人
文
学
部
）
：
・

　
　
張
健
（
台
湾
大
学
中
国
文
学
系
）
：
－
…
・

第
八
場

　
e
主
席
…
高
明
（
政
治
大
学
中
国
文
学
研
究
所
）

　
　
サ
締
淳
（
高
麗
大
学
校
哲
学
系
）
…
－
・

　
　
黄
俊
傑
（
台
湾
大
学
歴
史
学
系
）
－
－
…

　
口
主
席
…
沈
清
松
（
政
治
大
学
哲
学
系
）

　
　
李
愛
熈
（
江
原
大
学
校
哲
学
系
）
…
…

　
　
繋
金
裕
（
政
治
大
学
中
国
文
学
系
）
・

第
九
場

　
O
主
席
…
周
何
（
台
湾
師
範
大
学
国
文
学
系
）

　
　
崔
根
徳
（
成
高
館
大
学
校
儒
学
科
）
・
…

　
　
蒋
激
闘
（
中
国
文
化
大
学
史
学
系
）
・

　
口
主
席
…
王
三
献
（
香
港
科
技
大
学
人
文
学
部
）

　
　
黄
献
進
（
政
治
大
学
中
国
文
学
系
）
－

　
　
宮
津
瑛
（
台
湾
大
学
外
国
文
学
研
究
所
博
士
班
）

「
有
金
理
学
的
零
本
重
要
問
題
的
謀
反
思
」

　
　
…
・
…
…
「
朱
蕉
的
心
霊
境
界
説
」

　
　
…
…
：
：
「
朱
子
《
当
面
》
創
意
」

「
朱
子
奉
同
苗
敬
夫
城
南
二
十
韻
軽
率
」

「
韓
国
性
理
学
與
天
命
思
想
」

「
朱
子
対
中
国
歴
史
的
解
釈
」

　
　
　
　
・
「
志
津
的
人
物
性
論
」

「
朱
書
的
気
強
理
弱
説
及
其
地
位
」

「
朱
子
家
礼
在
韓
国
之
受
容
與
展
開
」

　
　
　
　
　
　
　
・
「
朱
烹
的
藩
論
」

　
　
　
　
　
　
－
－
…
「
朱
烹
的
詩
論
」

「
朱
塗
《
詩
集
伝
》
中
的
文
学
社
会
学
」

｝
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第
十
場

　
O
主
席
…
黄
俊
傑
（
台
湾
大
学
歴
史
学
系
）

　
　
臨
画
球
（
東
国
大
学
校
哲
学
系
）
：
…
…
－
…
…
…
・
…
…
…
…
－
…
…
・
…
－
…
『
…
…
・
「
栗
谷
的
朱
烹
批
判
－
以
人
心
道
心
説
為
中
心
」

　
　
楊
祖
漢
（
中
国
文
化
大
学
哲
学
系
」
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
・
－
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
「
李
栗
谷
対
朱
子
哲
学
的
詮
釈
」

　
　
葛
榮
否
（
中
国
人
民
大
学
哲
学
系
）
：
…
…
：
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
－
・
・
「
朱
烹
的
実
学
思
想
」

　
⇔
主
席
…
王
甦
（
三
江
大
学
中
国
文
学
系
）

　
　
郭
信
燥
（
崇
實
大
学
校
哲
学
系
）
…
・
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
・
「
顎
音
的
理
学
自
然
観
」

　
　
束
景
南
（
蘇
州
大
学
中
国
文
学
系
）
…
：
…
：
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
…
「
朱
烹
、
破
爾
與
太
極
図
－
深
濠
二
十
一
世
紀
的
科
学
革
命
」

六
月
一
日
㈲

第
十
一
場

　
O
主
席
…
李
弘
旗
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
歴
史
系
）

　
　
姜
允
明
（
漢
・
マ
ク
ウ
ェ
イ
リ
ー
大
学
近
代
語
系
）
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
－
…
…
…
…
・
・
「
試
論
朱
子
的
『
心
学
』
及
其
現
代
意
義
」

　
　
○
○
づ
冨
山
ω
o
ぼ
『
o
臣
自
Φ
『
（
ニ
ュ
1
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
名
誉
教
授
）
…
「
退
口
唄
ぎ
．
ω
．
渕
Φ
o
o
二
三
ぎ
σ
q
爵
①
勺
窃
二
目
鋤
↓
ず
。
目
路
⇒
畠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芝
。
a
。
。
、
ド
＞
h
匡
Φ
匹
ω
8
q
霊
日
輿
℃
『
巴
ω
巴
ξ
○
ご
＝
巴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
胡
寅
的
《
叙
古
千
文
》
i
朱
烹
所
三
三
的
一
部
歴
史
初
回
）
」

　
⇔
主
席
…
王
邦
雄
・
（
中
央
大
学
哲
学
研
究
所
）

　
　
何
寄
膨
（
台
湾
大
学
中
国
文
学
系
）
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
－
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
－
…
…
…
…
・
－
－
…
「
朱
子
的
文
論
」

　
　
張
立
文
（
中
国
人
民
大
学
哲
学
系
）
…
…
…
・
…
…
…
・
－
：
「
未
発
已
三
論
之
縦
貫
一
朱
子
参
究
未
発
已
発
論
之
挫
折
、
転
変
和
影
響
」

第
十
二
場

　
e
主
席
…
姜
三
明
（
漢
・
マ
ク
ウ
ェ
イ
リ
ー
大
学
近
代
語
系
）

　
　
陳
俊
民
（
漸
江
大
学
哲
学
系
）
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
：
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
：
・
：
…
…
…
…
「
論
朱
子
的
『
聖
賢
』
人
格
理
想
」

　
　
陳
來
（
北
京
大
学
哲
学
系
）
…
－
…
…
－
…
…
・
…
…
…
…
…
・
…
・
・
…
－
…
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
…
…
「
朱
子
淳
煕
初
年
心
説
之
辮
」

一
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⇔
主
席
…
邸
墜
友
（
台
湾
師
範
大
学
国
文
学
系
）
・

　
　
馬
淵
昌
也
（
専
修
大
学
経
済
学
部
）
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
…
－
…
…
…
・
…
－
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
「
孫
作
的
思
想
與
朱
子
学
」

　
　
姜
里
雪
（
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
V
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
…
…
－
・
－
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
「
朱
烹
哲
学
霊
界
」

一
以
上
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
掲
載
さ
れ
た
発
表
者
名
で
、
こ
の
う
ち
、
第
十
場
e
の
葛
零
墨
、
同
場
⇔
の
束
景
南
、
第
十
｝
場
口
の
張
立

文
、
第
十
二
場
O
の
重
質
、
山
場
O
の
姜
廣
輝
の
各
氏
は
出
席
で
き
ず
、
実
際
の
発
表
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
次
に
挙
げ
る
諸
氏
は
、
題

目
だ
け
提
出
さ
れ
ふ
開
会
時
点
で
欠
席
が
わ
か
っ
て
い
た
方
で
、
蒋
年
豊
・
呉
長
庚
の
両
氏
は
論
文
は
提
出
さ
れ
て
い
た
。

　
　
饒
早
耳
（
香
港
悪
文
大
学
中
国
文
化
研
究
所
）
…
…
…
・
…
…
…
・
・
「
言
言
在
散
文
史
上
地
位
之
評
定
－
生
写
八
家
朱
響
応
占
一
席
論
」

　
　
高
橋
進
（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）
…
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
・
…
…
「
『
格
物
致
知
』
與
『
実
事
求
是
』
歴
史
的
、
比
較
論
的
考
察
」

　
　
書
家
酪
（
ト
ロ
ン
ト
大
学
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
校
）
…
…
：
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
：
：
：
…
「
朱
論
難
道
教
」

　
　
蒋
年
季
（
東
海
大
学
哲
学
系
）
・
…
…
…
…
…
…
・
・
…
・
…
…
…
…
…
・
・
…
…
…
・
・
－
－
「
従
朱
子
與
劉
厳
山
的
心
性
論
分
析
其
史
学
精
神
」

　
　
呉
長
庚
（
上
饒
師
範
専
科
学
校
歴
史
系
）
・
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
－
…
・
－
…
…
…
…
…
…
・
…
－
…
ド
…
・
「
朱
子
先
人
世
系
皇
考
」

　
　
講
義
文
（
上
饒
師
範
専
科
学
校
中
文
系
）
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
…
－
…
…
…
・
…
…
…
－
…
…
…
・
…
…
・
…
「
朱
喜
…
與
銭
穆
思
想
難
論
」

　
　
張
玉
奇
（
母
語
師
範
専
科
学
校
中
文
系
）
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
－
…
…
・
－
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
－
…
：
「
詩
章
喜
…
中
庸
学
説
」

　
な
お
、
発
表
者
は
一
ヵ
月
前
ま
で
に
予
め
二
万
字
以
内
の
論
文
（
中
国
語
又
は
英
語
・
日
本
語
）
と
五
百
字
以
内
の
中
国
語
の
要
旨
を

提
出
し
な
げ
れ
ば
な
ら
ず
、
提
出
論
文
は
複
写
さ
れ
一
人
分
つ
つ
表
紙
を
付
け
て
綴
じ
ら
れ
、
発
表
の
前
に
参
加
者
全
員
に
配
布
さ
れ
て

い
た
。

　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
研
究
発
表
が
行
な
わ
れ
た
後
、
最
終
日
の
午
後
二
時
か
ら
一
時
間
、
　
「
綜
合
討
論
」
が
劉
述
先
教
授
（
香
港
中

文
大
学
哲
学
系
）
の
司
会
で
行
な
わ
れ
た
。
様
々
な
感
想
や
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
今
回
の
会
議
の
運
営
に
関
し
て
ぽ
一
様
に
高
い
評
価

が
与
え
ち
れ
て
い
た
。
続
い
て
閉
幕
式
が
行
な
わ
れ
、
四
日
間
に
亙
る
国
際
会
議
の
幕
が
降
ろ
さ
れ
た
が
、
参
加
者
に
は
翌
朝
、
総
督
府

に
お
け
る
李
登
輝
総
統
と
の
会
見
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
進
め
ら
れ
た
会
見
の
中
で
李
総
統
は
、
二
年
後

に
再
度
国
際
朱
子
学
会
議
を
開
く
意
向
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

¶
最
後
に
、
筆
者
の
感
想
を
思
い
つ
く
ま
ま
二
三
述
べ
て
、
本
報
告
を
終
り
た
い
と
思
う
。
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先
ず
、
最
初
に
も
触
れ
た
が
、
発
表
者
招
請
の
時
点
で
は
、
開
催
目
的
や
研
究
テ
ー
マ
の
骨
子
と
い
っ
た
も
の
が
示
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
各
発
表
の
内
容
が
必
ず
し
も
所
謂
研
討
主
題
と
は
一
致
し
な
か
っ
た
と
い
う
面
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
逆
に
言
え
ば
、
だ
か
ら

こ
そ
各
人
が
思
い
思
い
の
テ
ー
マ
で
発
表
に
臨
む
こ
と
が
で
き
、
結
果
的
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
研
究
発
表
に
な
っ
た
と
も
い
え
る
。

た
だ
、
広
義
に
朱
子
学
を
全
体
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
た
と
え
ば
仏
教
（
禅
学
）
や
陸
王
心
学
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
日
本

に
お
け
る
展
開
な
ど
に
つ
い
て
も
発
表
が
欲
し
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
せ
っ
か
く
朱
子
学
関
係
の
研
究
者
が
集
ま
っ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
懇
談
会
の
よ
う
な
形
で
も
持
て
た
ら
良
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
更
に
欲
を
言
え
ば
、
台
湾
所

蔵
の
朱
子
学
関
係
の
文
物
（
書
籍
・
書
画
等
）
の
展
示
な
ど
が
あ
れ
ば
、
よ
り
楽
し
め
た
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
学
会
記
念
と
し

て
印
刷
さ
れ
、
参
加
者
に
配
ら
れ
た
『
晦
翁
翰
墨
』
（
中
央
研
究
院
中
国
文
哲
研
究
所
簿
備
塵
発
行
）
は
、
朱
子
の
像
や
手
跡
、
関
連
遺

蹟
の
写
真
が
一
七
五
頁
に
わ
た
っ
て
収
め
ら
れ
て
お
り
、
大
変
参
考
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
以
上
の
こ
と
は
、
今
回
の
会
議
の

成
功
に
つ
い
て
何
ら
異
議
を
唱
え
る
も
の
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
主
催
者
側
ス
タ
ッ
フ
は
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
、
議
事
運
営
は
も
と
よ

り
、
参
加
者
の
生
活
面
に
至
る
ま
で
実
に
細
や
か
な
行
き
届
い
た
対
応
を
行
な
っ
て
い
た
。
ま
た
『
晦
翁
翰
墨
』
と
共
に
参
加
者
に
配
ら

れ
た
も
の
に
『
朱
子
学
研
究
書
目
』
（
林
慶
彰
愚
臣
、
許
維
捧
？
．
薦
暁
庭
編
輯
、
文
津
出
版
社
刊
）
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
一
九
〇
〇
年

か
ら
デ
九
九
一
‘
年
ま
で
に
、
台
湾
・
中
国
・
日
本
・
韓
国
・
ア
メ
リ
カ
等
で
発
表
さ
れ
た
朱
子
学
関
係
の
著
書
・
論
文
の
目
録
で
あ
る
。

内
容
ご
と
に
分
類
し
て
お
り
㍉
今
日
ま
で
作
ら
れ
た
類
書
の
中
で
は
最
も
詳
し
い
も
の
で
、
今
後
の
朱
子
学
研
究
に
大
い
に
被
益
す
る
も

の
と
い
え
る
。
同
書
の
「
学
術
会
議
論
文
」
の
項
で
は
、
、
ハ
ワ
イ
か
ら
今
回
ま
で
の
四
回
の
国
際
会
議
の
発
表
題
目
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
学
会
は
、
題
目
」
一
覧
で
も
解
る
よ
う
に
、
哲
学
・
文
学
・
歴
史
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
か
ら
発
表
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に

朱
子
学
に
関
す
る
様
々
な
研
究
者
が
一
堂
に
会
し
て
、
交
流
で
き
た
こ
と
は
、
各
自
の
今
後
の
研
究
に
刺
激
を
与
え
た
と
い
う
意
味
で
も
、

そ
れ
な
り
に
十
分
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
主
催
者
の
ね
ら
っ
た
「
目
的
」
が
生
か
さ
れ
た
と
い
え
る
。
発
表
さ
れ
た
論

文
は
、
改
め
て
発
表
者
の
手
を
経
た
上
で
、
論
文
集
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
来
年
に
も
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
成
果
が
世
に
問
わ
れ
、

ま
た
広
く
共
有
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

－
最
初
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
こ
の
十
年
で
都
合
四
回
朱
子
学
に
関
す
る
国
際
会
議
が
開
か
れ
た
わ
け
だ
が
、
朱
子
学
を
テ
L
マ
と
し
た
学

会
が
、
関
連
性
を
持
っ
て
企
画
さ
れ
、
ま
た
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
今
後
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
つ

一
8
9一



て
い
く
で
あ
ろ
う
国
際
学
会
の
在
り
方
を
考
え
る
上
で
多
く
の
課
題
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
と
も
か
く
十
年
で
四
回
、
開
催
地

を
異
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
行
な
わ
れ
て
き
た
こ
と
自
体
、
現
在
に
お
け
る
朱
子
学
研
究
の
多
様
性
と
今
後
の
可
能
性
を
示
唆
し
て

い
る
よ
う
に
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。

【
附
記
】
従
来
の
朱
子
学
関
係
国
際
学
会
に
つ
い
て
は
、
次
の
も
の
が
参
考
に
な
る
。

ω
ハ
ウ
イ
の
学
会
に
つ
い
て
は
、
発
表
論
文
が
ま
と
め
ら
れ
、
次
の
書
物
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
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①
．

②
　
度
門
市
の
学
会
に
つ
い
て
は
、
　
「
東
洋
の
思
想
と
宗
教
」
第
五
号
（
一
九
八
八
年
六
月
、
早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会
発
行
）
に

　
　
〔
海
外
学
界
動
向
〕
と
し
て
、
土
田
健
次
郎
氏
が
報
告
を
書
い
て
お
ら
れ
る
。

③
　
福
州
市
の
学
会
に
つ
い
て
は
、
・
「
東
洋
の
思
想
と
宗
教
」
第
八
号
（
一
九
九
一
年
六
月
、
早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会
発
行
）
．
に

　
　
〔
海
外
学
界
動
向
〕
と
し
て
、
垣
内
景
子
氏
が
報
告
を
書
い
て
お
ら
れ
る
。
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